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射水市総合計画審議会 第２回未来部会 

 

日 時：平成２５年１０月２９日（火）午後２時～  

会 場：射水市役所小杉庁舎３０３、３０４会議室 

 

【議事日程】 

１ 開  会 

２ 部会長あいさつ 

３ 射水市総合計画審議会第１回未来部会会議録の確認について 

４ 射水市総合計画基本計画素案について 

５ そ の 他 

・次回の部会の日程について 

６ 閉  会 
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〔敬称略、順序不同〕 

【出席者】 

＜委 員＞ 

部会長 成 瀬 喜 則（富山高等専門学校副校長） 

岡 田 順 子（射水市婦人会副会長） 

垣 内 恵 子（射水市ＰＴＡ連絡協議会監事） 

佐 伯 日登美（大門地区地域審議会） 

島 倉 文 則（下地区地域審議会） 

野 上 習 次（公募委員） 

宮 城 澄 男（射水市地域振興会連合会長） 

＜行政部局＞ 

結 城 正 斉（教 育 長）       肥 田 幸 裕（議会事務局長） 

竹 内 直 樹（市長政策室長）      村 上 欽 哉（行政管理部長） 

山 崎   毅（会計管理者）       堀   俊 之（監査委員事務局長） 

橋 詰   通（教育次長）        澁 谷   斎（議会事務局次長） 

稲 垣 和 成（行政管理部次長）     岡 本 昭 彦（検査室長） 

松 長 勝 弘（まちづくり課長）     島 木 康 太（総務課長） 

倉 敷 博 一（人事課長）        岡 部 宗 光（財政課長） 

大 西   誠（管財課長）        稲 垣 一 成（課税課長） 

前 田   豊（納税課長）        松 本 正 志（市民・保険課長） 

谷 口 正 浩（社会福祉課長）      川 室 克 司（子育て支援課長） 

安 吉 俊 和（営繕課長）        谷 口 英 和（会計課長） 

尾 山 伸 二（学校教育課長）      島 田 治 樹（生涯学習・スポーツ課長） 

渡 辺 信 之（監査委員事務局次長）   高 岡 浩 文（総務課情報管理係長） 

※事務局 

明 神   栄（市長政策室次長）     一 松 教 進（政策推進課長） 

中 川 一 志（政策推進課長補佐）    助 田 綾 乃（政策推進課主任） 

笹 川 栄 司（政策推進課主任）     笠 間 正 和（政策推進課主任） 

黒 梅 康 弘（政策推進課主任）     白 石 友 樹（政策推進課主事） 

 



 未来部会‐3

１ 開  会 

 

【事務局】 

時間より少し早いですが、皆さんおそろいになりましたので、ただいまから射水市総合

計画審議会第２回未来部会を開催いたします。 

また、本日の会議の出席者につきましては、お手元の席次表のとおりとなっております。

では、会議に入ります。部会長、議事進行をよろしくお願いいたします。 

 

２ 部会長あいさつ 

 

【部会長】 

本日は、お忙しいところ、第２回目の未来部会にお集まりいただきましてありがとうご

ざいます。 

第１回目の未来部会では、基本計画の「現況と課題」の部分の協議を通じ、各分野に対

して色々なご意見、ご指摘をいただきました。 

本日は、委員の皆様からいただいたそれらのご意見等を踏まえ、事務局から、現況と課

題以外の「将来の姿」、「目指す方向」、そして、やや具体的な「施策の内容」を含めまして、

基本計画の素案として資料が提出されております。 

本日は、この基本計画の素案を中心に協議していただくことになります。また、体系に

ついても修正を加えたというふうに聞いております。 

未来部会は、教育、生涯学習、男女共同参画、人権、市民協働、行財政改革、情報化政

策など多岐にわたっております。今回も非常にボリュームのある協議内容でございます。

決められた時間内での協議となりますが、射水市の向こう10年間を見越したまちづくりの

指針といたしまして、より良いものを次の会議へつなげていきたいと考えておりますので、

皆様からの活発なご意見をお願いする所存でございます。本日はよろしくお願いいたしま

す。 

 

３ 射水市総合計画審議会第１回未来部会会議録の確認について 

 

【部会長】 
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それでは、次第に基づき会議を進めてまいります。まず、次第の３になりますが、「射水

市総合計画審議会第１回未来部会会議録の確認について」でございます。事前に、資料１

として会議録をお配りしておりますので、ご一読いただいているかと存じますが、事務局

から説明をお願いいたします。 

【事務局】 

資料１をご覧いただきたいと思います。前回の総合計画審議会第１回目の未来部会の会

議録についてでございます。 

第１回目の未来部会につきましては、７月31日に、ここ小杉庁舎で開催されました。部

会長を含めまして９名の委員の方のご出席がありました。 

内容につきましては、資料の４ページから42ページまでの間、これが未来部会の会議録

でございます。部会長がおっしゃいましたように、事前に一読されているかと思いますの

で、委員の皆様にはご確認をお願いしたいと思います。 

なお、修正箇所等がございましたら、今回の会議の中で発言していただきたいのですが、

終了後においても見当たることがあると思いますので、来週11月５日の火曜日までに事務

局へご連絡いただければありがたいと思います。 

また、会議録の公表についてですが、審議会の運営要領に基づきまして、委員を記載し

ないで公表するということでございますので、これもあわせてご確認いただきたいと思い

ます。会議録につきましては以上でございます。 

【部会長】 

ありがとうございます。今の事務局からの説明に対しまして、何かご意見、ご質問はご

ざいますでしょうか。 

（質疑なし） 

【部会長】 

よろしいでしょうか。11月５日まで、もし訂正等ございましたら、事務局にご連絡いた

だければと思います。お願いいたします。 

それでは、この会議録については了承いただいたということで、次に進ませていただき

ます。 

 

４ 射水市総合計画基本計画素案について 
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【部会長】 

次に、次第の４でございます。「射水市総合計画基本計画素案について」ですが、事務局

から資料についてご説明いたします。 

なお、進め方ですが、基本計画の素案は、ご覧のとおり、部、章、節で構成されており

ますので、幾つかの節ごとにまとめまして、概ね章単位で説明させていただき、その後、

委員の皆様からご意見を賜りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

それでは、事務局からお願いいたします。 

【事務局】 

それでは、基本計画の素案ということで説明をさせていただきます。長時間になります

ので、申し訳ありませんが、座って説明させていただきます。素案は資料２になります。

それとあわせまして、参考資料２になりますが、第１回部会において、委員の主なご意見

ということで、基本計画の素案にどう対応したか、ということの資料をお示ししておりま

す。これについても事前にご確認いただいているかと思いますので、内容については説明

を省かせていただきます。またご意見等がございましたら、各々の施策の中でいただきた

いと思います。それでは、資料２をお願いいたします。 

１ページをお開きください。今ほど部会長からありましたとおり、一番左側の章、そし

て14の節について記載しております。進め方については、この章ごとに進めていきたいと

考えております。２ページ、３ページをお開きください。「施策の内容」について左から、

部、章、節、それから、さらに細かい施策の細節、また、さらにより細かい施策の細々節

というような形で、施策に書いてある内容について一覧にまとめたものでございます。そ

れから、４ページをご覧ください。ここからが施策ごとの内容、いわゆる基本計画の各々

の分野の施策の素案になっております。 

この節の構成についてですが、左上の方に、「学校教育の充実」ということで節の名称

等が記載してあります。その下に、「将来の姿」ということで記載しております。これにつ

いては、10年後の市民生活の目指すべき姿を示したものであります。次に、その下の方に、

前回の部会でご協議いただいた「現況と課題」を記載しております。また、その下の方に、

「現況と課題」に基づいた色々なデータ、関連するデータを記載しております。６ページ

になりますが、中ほどに、「目指す方向」があります。これは、「将来の姿」を達成するた

めの取組の方向性を示したものであります。 

次に、「施策の内容」ということで書いてありますが、これらの状況を踏まえた形で施



 未来部会‐6

策を体系づけたもので、大きなくくりとして中ほどにありますが、第１、番号の１、（１）、

それから、アというような形で、どんどん施策を具体的にしていったような形になってお

ります。以上が主な構成であります。構成については、見直し前と同じとなります。 

それでは、４ページへお戻りください。施策の中の内容について説明に入っていきたい

と思います。主な内容、主な見直し箇所や新たな施策を中心に、事務局から説明させてい

ただきます。委員の皆さんには、今ほど説明した「将来の姿」、「目指す方向」、こういった

設定が社会情勢や時代の潮流に対応しているか、また、「施策の内容」が「将来の姿」や「目

指す方向」に対応し足りているか、それから、文言等がわかりやすい表現になっているか

など、様々な視点からご意見をいただきたいと思います。 

それでは１番目「学校教育の充実」です。この節については、主に学校教育のソフト的

な施策に当たる部分を記載しております。いじめ等の課題を受けまして、「将来の姿」の上

から２行目になりますが、「一人ひとりの自尊感情を高め」と新たに追加しております。こ

れに応じまして、「施策の内容」については、８ページをご覧ください。中ほどの番号３に、

新たに問題行動等の対応を追加し、（１）ですが、「いじめの未然防止」、（２）になります

が、「不登校児童生徒への対応」、そして、問題行動等への対応として、「スクールカウンセ

ラーやスクールソーシャルワーカー等の専門家との連携」の他、（４）になりますが、「相

談体制の充実を図る」としております。 

また、新たなものとして、一番上になりますが、学校に入学したばかりで学校生活にな

じめない子どもの小１プロブレムや中１ギャップへの対応を図り、子ども達の保育園、幼

稚園、認定こども園からの円滑な接続や、小学校と中学校の連携を図るとしているところ

です。10ページをお願いします。安全・安心の高まりを踏まえ、中ほどですが、新たに施

策の「第５ 安全教育の推進」を追加しており、防災教育や防犯教育、それから、通学路

の交通安全の確保という取組を行うとしております。 

次に12ページをお開きください。「教育施設の充実」です。この節については、教育環

境のハード面について施策を記載しており、現在の計画では「教育環境」としております

が、ハード面ということで、教育施設に限定をさせていただいております。「現況と課題」

において、下から２行目になりますが、前回委員からのご意見にもありましたように、新

たな課題として、今後、児童・生徒数が減少することを見据え、学校の適正配置について

も検討していく必要があるとしております。 

また、「施策の内容」では、13ページをご覧ください。第１の「１ 学校施設の耐震性
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の確保と防災機能の充実」において、新たに非構造部材の耐震対策を含む耐震性の確保の

他、２では「学校施設・設備の計画的な整備・充実」ということで、新たに学力の向上を

図るために、普通教室においてエアコン設備の整備をするとしております。２の（５）で

は、今ほどの「現況と課題」にもありましたとおり、「児童・生徒数の変化に伴う学校の通

学区域や統廃合の検討」について引き続き取り組むとしております。 

続きまして、14ページをお開きください。「家庭教育・地域における教育の充実」です。

「施策の内容」において、構成の変更があるもの、大きく変わったところはございません

が、この節全体を通してですが、新たな文言として、「現況と課題」の上から４行目、イン

ターネットを介したＳＮＳの浸透など、施策においては16ページの「第１ 家庭における

教育の充実」の上から２行目にあるインターネットの普及など、子どものライフスタイル

の変化という点で、新たにインターネットの普及等による課題をあげております。 

【部会長】 

ありがとうございます。まずは第１章について事務局から説明をいただきました。この

部分につきまして、ご質問、ご意見等があればお願いしたいと思いますが、いかがでしょ

うか。前回の会議の時に、特にわかりにくい言葉があるということで、今回の素案では、

細かく語句の説明がつけてございます。非常にわかりやすくなっている感じはいたします。 

【委員】 

根本的なことをお聞きしたいのですが、見た目でも前回の資料と大幅に変わっておりま

す。前回、言葉の修正等については色々と言わせていただきましたが、その他にも全く新

しくなっています。これはなぜなのかということをお聞きしたいのですが。何か意図があ

って、こちらの方がいいだろうということだと思いますが、その意図をご説明いただきた

いのですが。 

【部会長】 

前回の部会は、現在の射水市総合計画の基本計画の見直しに向けた「現況と課題」の整

理についてであったかと思います。前回は、「現況と課題」をまず中心に見ていただいて、

ご議論いただいたということで、前回の部会でなかった「施策の内容」という部分は、そ

れを受け、今回提示されていると思っております。その他に、事務局で何かあればお願い

します。 

【委員】 

例えば一番最初の分類についても増えたり減ったり、名前も変わったりしています。 
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【部会長】 

体系についてですね。 

【委員】 

体系から変わっているということは、中身も合併されたり分離されたりしていると思い

ますが、そういう意味で大幅に変わっているのではないでしょうか。 

【部会長】 

わかりました。それでは、体系の説明を事務局からお願いできますか。 

【事務局】 

施策の中身について先に説明した後に、体系の説明をと考えておりましたが、未来部会

が所掌する部分の体系図について説明させていただきます。参考資料１ということで、当

日の配布資料になりますが、Ａ３の縦長の大きなものがお手元にあるかと思います。これ

については、現行の体系図が左側、見直し後の体系図が右側に記載してあります。現行の

体系図をご覧ください。（１）の「学校教育の充実」というもの、（２）の「教育環境の充

実」というものがありましたが、今回は先ほど言いましたように、ソフト部分については、

基本的には全て「学校教育の充実」に移行させていただいたというものです。「教育環境の

充実」については全てハード部分ですので、「教育施設」ということで、今回新たに名称を

変更しております。また、旧体系の下の方ですが、「３章 交流で輝くまちづくり」につい

ては、前回もお話ししたとおり、元気部会へ移行させていただき、そちらで協議させてい

ただくこととしております。 

それから、「５部 みんなで創るひらかれたまち」についてですが、現行の体系について

ですが、「市民が主役のまちづくり」の「参画と協働によるまちづくりの促進」、それから

「参画を促進する体制づくりの推進」、これらについて変更はございません。ただ、「わか

りやすいまちづくり」の「射水らしさの創出」につきましては、合併から年月がたってお

りますので削除したということとしております。その中にありました市民の歌等につきま

しては、「信頼される市政の推進」に、また、第５部の一番下になりますが、「地方分権社

会への対応」についても、基本構想で総括的に記載したいと考えておりますので、廃止い

たしました。そして、その中にありました構造特区につきましては、「信頼される市政の推

進」に付け加えたという形となっております。それから、現行の体系図に「行財政改革の

推進」がありますが、新体系においては名称を変え、「健全な行財政運営の推進」というこ

とで、行財政改革の他に、もともと「地方分権社会への対応」で記載しておりました「職
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員の人材育成」や「財源の確保」について付け加えた形としております。それからもう１

つ大きなものとして、新体系の５部の１の（３）、これは、前回の部会で委員から意見があ

ったのですが、「学生が参画するまちづくりの推進」という節を新たに設けております。以

上が主な変更内容でありますが、今ほどのご質問は、前回の部会が「現況と課題」の整理

ということで、それ以外の、今回新たにお示しした「将来の姿」等についてかと思います。

これらについては、「現況と課題」を整理した上で、新たに「将来の姿」や「施策の内容」

を事務局で見直し、今回提示したということです。以上です。 

【部会長】 

前回の部会の時に、幾つかこの部分は別の部会に移行するという話、また、統合すると

いう話があったかと思います。それを受けて体系を作り直したということと、今回新たに

「施策の内容」を具体化したものを示してあるということが大きな変更点かと思います。

そういうことでよろしいでしょうか。まだ何かございましたらお願いいたします。 

（質疑なし） 

【部会長】 

それでは、体系と今回の議論の内容につきましては、これでご承認いただいたというこ

とで、今の第１章の内容に戻りたいと思いますが、何かご質問やご意見がございましたら

お願いいたします。内容が非常に盛りだくさんになっておりますので、見ていただくのは

大変かと思いますが、ご意見等ございましたらお願いいたします。 

【委員】 

５ページの下に円グラフがありますが、母国語別として、ポルトガル語、ウルドゥ語、

タガログ語とあります。タガログ語には、現在の総合計画では「（・英語）」と書いてあっ

たのですが、その様な親切も必要かと思うのですが、いかがでしょうか。 

【事務局】  

 現在の総合計画の79ページです。 

【委員】 

あまり聞き慣れない言葉なので、説明は必要かと思うのですが。 

【部会長】 

ご説明いただけますでしょうか。前の時の資料は、「タガログ語（・英語）」となってい

たのが、「タガログ語」だけになっている点であろうかと思います。 

【市担当部局】 
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タガログ語はフィリピンの公用語です。フィリピンでは英語も話しますので、そういっ

た意味で括弧書きで「英語」と書いています。基本的にはタガログ語での支援が必要な子

どもということで、フィリピン人のお子さんということです。 

【部会長】 

わかりました。その他に何かございますでしょうか。 

【委員】 

まず１点目は、学校ボランティア制度やボランティアの色々な人達の支援を受け学校が

成り立っていくということであり、ここには色々な表現で書かれてありますが、私は、こ

れからは少子高齢化の中にあって、子ども達にじっくりとボランティアの必要性を教えて

いく必要があると思います。ここに書いてあるのは、ボランティアの支援を受けることば

かりです。今の時代は、例えば、お年寄りにやさしく、支え合いの心や環境問題について

など、郷土愛や郷土の色々なことを教えるとも書いてありますが、ボランティアを実践す

ることを子ども達に教え、これから10年後ぐらいには、恐らくそういう時代なっていると

思いますので、ボランティアの必要性をもっと子ども達に教えるということもぜひ取り入

れていただきたいと思います。この中では、学校のボランティア制度を生かし、地域の力

などの支援を受けるというような書き方ですが、子ども達にボランティア教育をし、ボラ

ンティア活動を積極的にさせるということをぜひ表現の中に入れてほしいと思います。 

それともう１点は、市長も中学校から先行してエアコンを整備すると言っておりますが、

「学校施設・設備の計画的な整備・充実」の中に、普通教室にエアコンを設置することが

書かれてありますが、その投資効果が私にはよくわかりません。市が取り組む色々な事業

がありますが、これは莫大な経費がかかるかと思います。子どもにとって、今は家でも車

でもエアコンは当然の時代ですが、学校には非常に長い夏休み期間があったりもしますが、

それだけの投資効果があるのかという疑問を持っております。子どもは暑い中でも頑張る

力が必要なのではないかという思いもあります。全国的にこういう傾向だからやらないと

いけないのかどうかよくわかりませんが、少し状況を教えていただけますか。中学校の普

通教室、小学校の普通教室の他、保育園もありますし、全部しなければならないようにな

りますと莫大な経費が掛かると思います。 

【市担当部局】 

ボランティアにつきましては、ご存じのとおり、学校現場においても、子ども達は色々

なボランティア活動をしております。朝のあいさつ運動であったり、あるいは周辺の清掃



 未来部会‐11

であったり、そういうことを一生懸命各学校で取り組んでおります。先生方も大変忙しく

なっているというような中、また、子ども達も昔ほど学校内の除草をしたりといったこと

がだんだんと少なくなってきている中で、地元のボランティアの方にやっていただいてい

るケースがございます。そういった姿を見ながら、子ども達に何か感じてもらえればとい

う思いもしております。委員ご発言のとおり、子ども達自身がボランティア活動をする取

組、自分達が主体的にするという教育は必要だと思っております。 

また、エアコンの件につきましては、あくまでも現在は中学校の普通教室への整備とい

うことで、あくまでも学力向上を目指し設置をするということでありまして、夏休みがあ

るという議論もあるかと思いますが、全国的な流れとしてはそういう方向になっていると

思っております。とりわけ夏休みに入る前の６月、７月あるいは９月の残暑は、最近は尋

常ではない傾向になっております。特に受験を控えた中学生について、学力向上を目指し

て快適な環境の中で学習をしてもらい、射水市の将来を担う子ども達の学力を伸ばしてい

ければという思いで検討しているところでございます。気温にしても、気象庁のデータを

見ますと、確実に上昇しているということでございますし、文科省もエアコンの整備につ

いては補助対象とはしておりませんでしたが、最近では補助対象となり、学校環境整備の

交付金の中で認めている事業でございますので、そういった状況により進めていきたいと

考えているところでございます。 

【委員】 

参考までに、県内の進捗率がわかれば教えてください。それと、受験のために大事な時

期として中学校でと言われました。小学校は後に、また、夏休みのない保育園なども整備

するのでしょうか。10年の計画で保育園、幼稚園まで全部やるというようなことなのか、

その辺はどうなのでしょうか。恐らく保育園等は補助制度が何もないと思うのですが、そ

れでも単独でやるのでしょうか。これから10年の計画の実施計画を作る時に、計画は作っ

たが、あとになってやめた、というようなことにならないように、その辺の考え方をしっ

かりとしておかなければと思います。 

【部会長】 

設置率と、今後10年間の整備計画ということかと思いますが、いかがでしょうか。 

【市担当部局】 

現在、県内の設置状況についてのデータを持ち合わせておりませんが、県内の市レベル

でも設置をしてきております。新聞報道でもあったかと思いますが、最近、特に中学校を
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中心に冷房を設置している状況でございます。市内の保育園につきましては、各保育室に

は既に冷房が入っている状況でございます。幼稚園については、現在整備されておりませ

んが、検討課題と考えております。 

【部会長】 

委員からのご指摘がありましたが、ボランティアというところに関しては非常に大事な

キーワードだと思います。その一方で、学年によってボランティアという言葉の考え方や

それに対するやり方が違ってくると思います。例えば外部への関わりは低学年から高学年

まで色々と違うと思いますので、うまくこの素案の中に入れることができるかどうかとい

うことかと思います。 

【委員】 

７ページに、「少人数指導の推進による個に応じた指導の充実」ということで、「35人を

超える学級でのきめ細かな学習指導」とあるのですが、これは何を目指しているのでしょ

うか。この文章でいくと、35人を超えるとまずいので、きめ細かな指導をしようというこ

とだと思いますが、市として35人を超えないように努力するとか、その方が先なのではな

いかという気がします。逆に言えば、何人が適切と考えているのかをお聞きしたいのです

が。 

【市担当部局】 

１教室当たりの生徒数、児童数につきましては基本40人です。ただし、小学校１、２年

生については35人学級で本市では行っております。中学校１年生につきましては、35人学

級でも40人学級でもいいということで、それは各校長の判断としております。この素案の

中の少人数学級につきましては、少人数指導ということで、改めて子ども達を取り出し、

別の教室できめ細かな学習をしていくことを行っております。各クラスにおいても学力の

差がありますので、例えば、遅れた子ども達を取り出し、集中的に学習をさせるなど、そ

ういったことも必要であると考え行っております。 

【部会長】 

35人を超えるようなクラスも存在するということですね。そのクラスの中で、いかに少

人数指導をするかということをここには明記しているということでしょうか。 

【市担当部局】 

35人学級、もしくは40人学級になるかと思いますが、その学年の児童数、生徒数によっ

ては、二十数人になる場合もあります。人数については、しっかり35人や40人というわけ
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ではございませんが、例えば35人なら35人の中で、よりきめ細かな学習をするという意味

で少人数教室を行っているということでございます。 

【部会長】 

多分、クラスによって、学校によってもですが、最初から小人数のクラスもあれば、35

人を超えるクラスも色々あるというようなことを前提にこの内容が書かれているのだと思

います。 

他にいかがでしょうか。８ページの３番、問題行動等の対応につきましては、今回、初

めてそれを盛り込まれたということかと思いますが、内容はいじめ、不登校、問題行動と

いう３つに関してということでよろしいかと思います。 

それでは、まだ色々あると思いますが、次の章に移らせていただき、また時間があれば

見直していきたいと思います。それでは第２章に移ります。事務局からご説明をお願いし

ます。 

【事務局】 

それでは、第２章です。18ページをお開きください。「生涯学習活動の推進」です。この

節は、内容等について大きな変更はございませんが、平成22年度に策定されました射水市

生涯学習指針に沿って整理されております。20ページに「目指す方向」が記載されていま

すが、その一番下から２行目、「学ぶ」「活かす」「繋ぐ」視点で、“学び”が循環する生涯

学習を推進します、という新たな視点を組み入れております。また、21ページにあります

「第２ 生涯学習関連施設の充実」の「３ 青少年・女性教育施設」、「４ 図書館機能の

充実」というところで、それぞれに今後の施設の統廃合も踏まえ、社会情勢や地域の実情

に即した施設整備というように記載しております。 

続きまして、22ページ、「芸術・文化の継承と創造」です。主な変更点は、「現況と課題」

におきまして、下から４行目、「既存施設の展示機能の強化や文化関係施設の利便性の向上

等により、地域の歴史及び文化財の保存及び活用普及に努める」こととしております。さ

らに、地域活性化のため、現在改装中の竹内源造記念館の他、小杉展示館など地域の核と

なる文化財建造物を活用したまちづくりに取り組んでいく必要があるとしております。こ

れに応じた形で、「施策の内容」においては、竹内源造記念館などの改修や記念館を中心と

した歴史と文化が薫るまちづくり事業、これは県の事業ですが、こういったことを踏まえ、

24ページになりますが、第３の１の「（４）歴史的建造物等を生かしたまちづくり・地域の

活性化」、こういったものを新たに追加しております。その下の「２ 文化・歴史資料の収
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蔵機能の整備」においても（１）で、施設の統廃合を踏まえまして、先ほども言いました

が、「既存施設を活用した収蔵場所の確保と施設の集約による一元管理」を追加しておりま

す。 

続きまして25ページ、「スポーツ・レクリエーションの推進」です。「現況と課題」にお

きましては、上から４行目ですが、国においては「スポーツ基本計画」が制定されました。

これを踏まえまして、「本市においても、スポーツに対する新たな指針に基づき、市民がこ

れまで以上に気軽にスポーツに親しむことのできるスポーツクラブの連携・拡充のみなら

ず、夢や感動を与えるトップアスリートの育成強化や、スポーツを支える人材の育成と活

用に努める必要がある」として、地域で気軽にスポーツに参加できる体制づくり、一方で

全国で活躍できる選手の育成に重点を置いた形となっております。こうしたことを踏まえ

まして、「施策の内容」においては、26ページの第１の１の「（１）総合型地域スポーツク

ラブ等の体制並びに連携強化」ですが、現在の計画では、スポーツクラブへの支援という

形でありましたが、今回は連携ということで見直しをしております。また、新たに（５）

ですが、「障がい者のスポーツ機会の充実」、27ページの「プロスポーツ等「観るスポーツ」

の機会づくりの推進」、それから２つ下の「２ 全国の舞台で活躍できる選手の育成」、こ

ういったことを新たに追加しております。以上です。 

【部会長】 

それでは、18ページから27ページまで、第２章でございますが、生涯学習、それから、

芸術・文化等につきまして盛り込まれております。この中で何かご質問やご意見がありま

したらお願いいたします。 

私のから１つ、20ページの「目指す方向」のところで、一番下から２行目、「学ぶ」「活

かす」「繋ぐ」という視点がございますが、この「繋ぐ」というのは、どういうことを念頭

に置いて方向性が出されているのでしょうか。「学ぶ」「活かす」はわかるのですが、「繋ぐ」

というのは、地域の中で人と人をつなぐということでしょうか。 

【市担当部局】 

この前段にもありますが、学習成果が地域課題の解決に活かせるように、と書いてある

とおりでございまして、部会長が申されましたとおり、地域とのつながりといったことも

含め“学び”が循環するようになことでご理解いただきたいと思います。もし表現がわか

りづらいようでしたら、また検討させていただきます。 

【部会長】 
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わかりました。 

【委員】 

20ページのボランティアのことについてお伺いします。私もボランティアに関わってお

ります。実は、ボランティアの団体は幾つかありますが、ずっと同じ数です。増えていか

ないということは、いかに一般の方が、ボランティアの意識はあっても、なかなか育成に

携われないということかと思います。ボランティア連絡協議会が主催しておりますが、市

で養成講座のようなものに取り組んでいただけると、門戸がもっと開け、ボランティア人

口が増えるのではないかと思います。ボランティアを利用するという形は随分この素案の

文面に盛り込んであるのですが、それを作り上げるという体制が見えてこないので、ぜひ

入れていただきたいと思います。 

【部会長】 

ありがとうございます。ボランティアというのは非常に大事だということはみんなわか

っているけれども、それに取り組んでいる人が増えないというのは、どうやってボランテ

ィアをすればいいのか、どのようなものがあるのかということも含め、ボランティアをす

る機会を提供したり、あるいはボランティアをするような指導者を育成したりというよう

な取組を入れることができないかということかと思います。 

【市担当部局】 

20ページの「施策の内容」の２番目の（２）でございます。「指導者ボランティア等の確

保や養成研修機会の拡充」とございます。私どもも非常に苦労している点といたしまして、

実際にボランティアをやっておられる方がだんだんと高齢化していき、新たな若い人がな

かなか入ってこないといったことがございます。ボランティア等の確保という点で、地域

の方々とより密着し、地域と連携をしながら確保していかなければならないと思っており

ます。養成研修会につきましては、さらに拡充しながら進めていき、ボランティアの質の

向上の他、やり方の問題だとか、そういったことも検討していきたいと思っております。 

【部会長】 

ぜひ具体的なところでまたご検討いただければありがたいと思います。その他はいかが

でしょうか。 

【委員】 

「生涯学習関連施設の充実」と書いてあり、コミュニティセンターや中央公民館と書い

てありますが、私は、これから必要なのは、地域間の交流だと思っております。射水市の
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コンパクトな地域の中に、海あり、丘陵地帯があって、お互いに若い人達や子ども達が交

流する生涯学習施設がほとんどありません。私が考えますのは、経嶽山のキャンプ場も廃

止され、セミナーハウスも廃止されましたが、金山地区の自然の中に、子どもに宿泊体験

をさせる生涯学習施設があればいいと思っております。都会では、子どもを自然の中に宿

泊させ、自然の中で様々な体験をさせることに力を入れてやっておられますが、金山の丘

陵地帯を使って、海の方にあってもいいのですが、ぜひ、そういうものを今度の実施計画

に取り入れて、子ども達や若い人達に、宿泊を通じて自然の中で色々な体験をさせる生涯

学習施設をぜひ造っていただきたいと思っております。 

【部会長】 

事務局から何かございますか。 

【市担当部局】 

今おっしゃったことにつきましては、そういった点も踏まえまして、中身について具体

的なことを考えていきたいと思います。 

【委員】 

25ページから27ページにわたりますが、25ページの「現況と課題」の中で、トップアス

リートの育成強化が必要だとうたっており、27ページに「施策の内容」として、「全国の舞

台で活躍できる選手の育成と強化」とあります。これを見ますと、2020年に東京オリンピ

ックが開かれますが、ある意味ではその目標ができたような気がするのですが、そういう

ことに対して具体的な裏づけ等は何かあるのでしょうか。 

【市担当部局】 

特にオリンピックについて具体的に施策を考えているといったようなところまでには至

っておりません。「目指す方向」に追加で入っているのですが、「射水市スポーツ推進計画」

というものを今後同じく10年の計画で、現在策定しております。スポーツ推進計画につき

ましては、総合計画を受けまして、さらに具体的な計画を盛り込んでいくわけでございま

すが、その策定委員会を今年は２回開催しており、この後、３回目、４回目と開催してい

くこととしております。その中で、オリンピックなど競技スポーツの強化というものを盛

り込み、具体的にどうしていくかということも、これから考えていくような進行具合です。 

【委員】 

ボランティアといいましても、私達がやっていることも全てボランティアです。そんな

にボランティアというものは難しいことではないと思うのです。 
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また、委員が金山地区に何か集まってやるということをおっしゃいましたが、幸いにし

て、県の施設かもしれませんが、太閤山ランドがあります。その中で、射水市の小・中学

生、小学生と中学生を分けてもいいのですが、広い場所にたくさん集まって、施設の色々

なところで、色々なことをみんなに体験させてやったらいいのではないかと私は思います。

また、今までどういった生涯学習の行事があったかということなのですが、いかがでしょ

うか。これは市役所でわかりますか。それとも地域とか学校とかでないとわからないので

しょうか。どういう生涯学習が今までに行われたか、ということなのですが。 

【市担当部局】 

生涯学習については、各地域で行われている細かいところまではわかりませんが、子ど

も中心という形であれば、放課後子ども教室というものがございます。これにつきまして

は、各地域で昔から行われる手づくりの様々なものづくりや、あるいは絵本の読み聞かせ

など、色々な事業をそれぞれで行ってもらっている事業がございます。 

【部会長】 

多分、様々なレベルの生涯学習がございますので、それを全部リストアップというのは

なかなか難しいかもしれません。 

【委員】 

他にも、「14歳の挑戦」は現在やっており、私も勤務していたところに中学２年生の子ど

も達が来ました。そういったものもあります。 

【部会長】 

「14歳の挑戦」については、富山県下全部でやっている、非常に特徴的なプログラムで

す。 

【市担当部局】 

「14歳の挑戦」は県下全域で中学２年生を対象に行われており、本市におきましても、

新湊地区と射水地区とに分けて行っております。市内の各事業所、あるいは公的機関に子

ども達が入り、そこで学んでいるということで、非常に効果が上がっていると聞いており

ます。子ども達の将来を決める決定的なものにはならないのでしょうけれども、非常に良

い体験をしているという状況でございます。 

【部会長】 

ありがとうございます。芸術・文化、スポーツのところかと思いますが、先ほどオリン

ピックの話がございましたが、27ページの「２ 全国の舞台で活躍できる選手の育成と強
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化」、それと、「３ スポーツを支える人材の育成と活用」がこれからキーポイントになっ

てくるのかと思います。ということで、オリンピックということは書いてありませんが、

そういう観点でこれを考えていけばと思いますが。よろしいでしょうか。 

【市担当部局】 

先ほど委員からご質問のありました、県内の学校への冷房の設置状況でございます。小

矢部市におきましては、全中学校に設置をされております。また、上市町においては、小

学校、中学校にあわせて設置をされている状況でございます。あとは、立山町と舟橋村、

１町１村１校でございますが、それぞれ設置をされているという状況でございます。県内

では、今このような状況になっております。以上でございます。 

【部会長】 

 ちょうど夏休みに入るのが７月下旬ぐらいでしょうか。梅雨が明け、ものすごく暑くな

ってくる時期でございますが、それまでの使用でしょうか。９月はどうなのでしょうか。 

【市担当部局】 

９月も含めてです。 

【部会長】 

エアコンが一つの象徴的なものかもしれませんが、委員が言われたのは、子どもが例え

ば色々なことに耐えるといった点も少し考えられておられたのでしょうか。 

【委員】 

私はあまり効果がないのかと思ったのです。この様なことに率先して手を挙げてやる必

要があるのか、という素朴な疑問です。 

【部会長】 

それでは、第３章に入りたいと思います。「みんなが思いやりあるまちづくり」です。ご

説明をお願いします。 

【事務局】 

それでは、第３章です。28ページをお開きください。まず、「男女共同参画の推進」です。

ここでは、主な変更点は「施策の内容」です。29ページです。新たに第１の「２ 固定的

役割分担意識等の慣習にとらわれない社会の形成」を追加しておりまして、「（２）家事・

育児への男女協力の推進」、それから、「男女がともに参画する地域活動の推進」というこ

とをあげております。その他に新たなものとして、30ページをお開きください。「第３ 男

女の人権の尊重とＤＶ防止の推進」ということで、新たにＤＶという文言をあげておりま
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す。これについては、相談体制や啓発を強化していくということであります。 

次に31ページ、「人権尊重社会の推進」です。これについては大きな変更はございません。

施策については32ページに記載しておりますが、「第１ 人権尊重社会のための活動の推

進」、それから、「第２ 子どもの権利尊重社会の推進」ということで２つの柱立てとして

おります。以上です。 

【部会長】 

ありがとうございます。第３章では、男女共同参画と人権尊重社会の推進というところ

になりますが、見られまして、何かご意見がありましたらお願いします。 

【委員】 

現在、我々の周りを見ておりますと、高齢者世帯とか、単独の高齢者の方のみの世帯が

増えてきております。何を言いたいかといいますと、ぼけといいますか、日常どおりの生

活はしておられても、認知症が出ておられる方もおられます。子どもは都会へ行っておら

れたりして周辺にいらっしゃらないということで、肉体的な介護につきましては、買い出

しなど、ヘルスボランティアの方等が色々とおられるわけですが、成年後見制度を法務省

で推進しておられます。認知症や精神障害などによりまして、判断能力の欠けている状態

のある人を保護、支援するという制度でございます。ここの人権に関する部分の対応にな

るのかと思いますが、66ページの一番上の高齢者のところに１行、「成年後見制度の普及啓

発の推進」という１項目が書いてありました。今後の社会を考えますと、後見人は一般の

人でもなれるわけでございまして、ぜひ一般の人の後見人を作るということで、身近に成

年後見制度を定着させ、認知症や精神障害のある人の支援を図るというようなことも大切

であると思っております。子どものいじめ問題も大変重要なのですが、高齢者の人権尊重

ということで、この点について、今後ますます重要になってくるのではないかと強く感じ

ている次第でございます。前回この様な話をすればよかったのですが、見落としましたの

で、追加していただければありがたいと思います。 

【部会長】 

人権尊重社会ということに関わって、特に高齢者の社会をどう推進していくかというと

ころになるかと思いますが、これについてはいかがですか。ご質問は、その様な文言を入

れてほしいということですか。 

【委員】 

法務省では、精神上の障害のある方への権利といいますか、権利の尊重ということで、
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人権というくくりで述べられております。一生懸命ＰＲしておられるわけですが、まだま

だ一般的に認知されていない反面、私どもが住んでいる周りを見ますと、高齢者のみの世

帯がどんどん増えてきております。現在、弁護士さんや司法書士さんが後見人になり取り

組んでおられるわけですが、弁護士、司法書士では、月に３万円ぐらいの高額な金額が掛

かりますので、これは誰でもやれると思いますので、ぜひ一般の方にも面倒を見てもらう

といったら変ですが、後見人になってもらって支援していただければと思います。買い物

支援や肉体的な支援はよくやられておりますが、人権を守るとか、保護、支援するという

点については、成年後見制度があるわけでございまして、この辺について、もう少し充実

した書きぶりをしていただきたいと思います。もちろん市でも、もう少し重点的な取組を

していただきたいと考えております。以上でございます。 

【部会長】 

お願いいたします。 

【市担当部局】 

確かにおっしゃるとおり、高齢者に限らず一般成人についても、成年後見制度が必要な

方がいらっしゃいますので、32ページの「施策の内容」の第１の中で検討させていただき

たいと思います。 

【部会長】 

32ページの第１の２番（２）の方に、児童や障がい者、高齢者、外国人等の権利擁護の

対策の充実というところでご検討いただくということでしょうか。 

【委員】 

こういうひとくくりの書き方ではなく、どういいますか、現実にだまされるというと変

ですが、保護を必要とする方が散見されますので、恐らく、もっと超高齢社会になります

と、地域の方で、誰かそういう人を選んで、地域の人と連携しながら成年後見制度の普及

を図るということは非常に重要なことだと考えております。今のお答えでは、あまりにも

漠然とし過ぎるのではないかと私は思います。 

【部会長】 

例えばそういう項目立てをするとか、ということでしょうか。 

【委員】 

例えば、成年後見人を育成するというところまで踏み込んで記述していただき、地域の

人は地域で守るという姿勢を強く打ち出していただきたいと私は個人的に思います。地域
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を見ますと、かなりそういう方が増えていますので、買い物支援や健康上の支援について

はヘルスボランティアさんなどがおられるわけですけが、精神上といいますか、肉体的な

もの以外の支援については少し欠けているような感じがいたしますので、強く申し上げた

次第でございます。 

【部会長】 

ありがとうございます。またご検討いただいて、次回、第３回目の時にご提案いただけ

ればと思います。 

【委員】 

「男女共同参画の推進」、これはごもっともですが、「豊かな心を育み誰もが輝くまち」

の中にふさわしいのかどうかわかりませんが、男女共同参画審議会の会長から、「今の男女

共同参画のやり方には限界がある」と、いつも相談を受けております。これは、今の協働

のまちづくりの中でやるべきだとおっしゃっており、私もそう思っております。それぞれ

の地域に男女共同参画推進員の方がおられ、この方達の活動が、なかなか地域でできない

ということです。ですから私は、協働のまちづくりが進んで、地域振興会という組織が各

地域にあって、その中に男女共同参画推進員の人達が協働のまちづくりの振興会の役員と

して入り、そしてお互いにまちづくりをするというような体制にされないと、「地域で推進

委員を選んでください」といって、その人達だけでどれだけ集まっていても、地域では推

進できないと思っています。もう自助・公助・共助の時代ですから、地域の中でお互いに

どうするかというふうにすべきです。国がやれ、県がやれと言っているから、推進委員を

作ってやれと言われても、どんなにすばらしい人を選んでも、なかなか力を発揮できない

と思っております。 

もう１つ、後で言わなければならないと思っていたのですが、協働のまちづくりを進め

るために、例えば男女共同参画のことを言いましたが、市役所の職員全部が協働のまちづ

くりへの問題意識、今の時代の問題を共有することがないと、どれだけやっていてもなか

なかうまくいかないと思っております。その１つが、この男女共同参画だと思っておりま

す。ぜひ、幹部の方がおられますので、庁内の会議の中で「男女共同参画というのはどう

やって、おまえの課ではどうすればよいのか」というようなやりとりをされ、職員自体が

こういう問題意識を共有する。その１つに、ぜひ、この男女共同参画のことも入れていた

だきたい。もう20年、30年経ったら、男女共同参画ではなく、必ず女性が男性を引っ張っ

ていく時代になります。今はちょうど過渡期ですが、放っておいてもそうなると思います
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が、それを協働のまちづくりの中で、男性も女性も関係ない取組をぜひしていただきたい

と思っております。そういう点から、ここにある男女共同参画を推進する事業については、

少し検討してみていただきたいと思います。 

【部会長】 

多分、男女共同という概念を地域で考えられるような、そういうまちづくりを目指して

ほしいということかと思います。ここで急に盛り込むのはなかなか難しいかもしれません

ので、またご検討いただけますでしょうか。 

【委員】 

今ほど、意識という問題で提起されたかと思うのですが、29ページに、あらゆる分野へ

の女性の多様な能力活用ということが書いてございます。本日の審議会委員の出席者を見

ますと、ちょうど男女半々です。市役所の方々を見ますと、女性の方は少なくとも１人も

いないということは、市役所そのものが男女共同参画の意識に乏しいのではないかという

感じがしますので、そういう点を意識しながら、この施策の具体策になると思うのですが、

そういうことを考えていただければと思います。 

【市担当部局】 

29ページにありますように、「審議会・委員会等への女性の積極的登用の推進」につきま

しては、射水市は審議会や委員会等への女性の登用率が約３割で、県内ではトップクラス

となっております。ただ、委員がおっしゃるように、議会でも指摘がありましたが、職員

の管理職への登用が低いのではないかということで、色々ご指摘を受けております。当然、

登用については常に考えておりますが、ただ、年齢的にちょうど端境期といいますか、女

性の管理職職員がいないということでございまして、今後とも、女性の登用については積

極的に対応していきたいと考えております。 

【部会長】 

ありがとうございます。私のから１点、30ページの一番上ですが、「（２）女性の意識啓

発」と記されておりますが、「男性の意識啓発」も含めて考えていかないといけない問題だ

と思いますので、ご検討いただきたいと思います。また、28ページの真ん中あたりに、「射

水市男女共同参画推進条例」や「射水市男女共同参画基本計画」がございますが、ホーム

ページにもありましたので見ておりましたら、国際社会との協調などもありました。そう

いう点も含めまして、推進条例というものとの整合性もお考えいただければありがたいと

思っております。あとはいかがでしょうか。 
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（質疑なし） 

【部会長】 

非常に貴重なご意見を幾つもいただいておりますので、ぜひご検討いただき、盛り込め

るところがあれば盛り込んでいただければと思います。 

それでは、第５部に移りたいと思います。以上で、第１章と第２章、第３章が終了いた

しましたので、ここまでですが、全体を通しまして、第１部につきまして、言い忘れたこ

とや追加がございましたらお受けしたいと思いますが、いかがでしょうか。 

【委員】 

少し気になって質問いたします。30ページの男女共同参画のＤＶ防止の推進なのですが、

これがずっと進んで、色々な事件を起こしているストーカーになるわけですが、ストーカ

ーという文面を入れることはできますでしょうか。 

【部会長】 

そういうものに対する対応になるのでしょうか。 

【委員】 

 どのように書けばよいのか、少し迷うのですが。 

【市担当部局】 

ストーカーも言葉を換えれば、言っている意味は一緒なのかとは思いますが、少しその

辺は検討させていただきたいと思います。ＤＶとは別の概念だと思いますが、検討させて

いただきます。 

【部会長】 

他にございますか。ストーカーというのは一つの行為であって、色々なことを含め、男

性も女性も安心して生活できるというか、それは少し話が大き過ぎますでしょうか。何か

色々な表現があるかと思います。 

それでは、よろしいでしょうか。教育の方にも戻っていただいて結構ですが。10ページ

の第５の安全教育という言葉の問題ですが、私どもが普通「安全教育」と使うのは、例え

ば何かを実験をしたり、何か取組をしたりする時に非常に危険なことがあるわけですが、

それを察知してといいますか、それに対してどの様に取り組むかということを「安全教育」

と言っているのですが、言葉の定義になるのですが、ここでは、例えば交通安全やそうい

うものも入ってくるのでしょうか。 

【市担当部局】 
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第５の２の（３）に書いてありますとおり、昨年来、全国的にも通学路における交通事

故が多発していることから、通学路に関する安全ということについても取り組んでいく必

要があるだろうと思っております。子ども達自身も、交通安全教室をやったりしておりま

すので、そういった意味でこの中には交通安全も含まれているということでございます。 

【部会長】 

わかりました。それでは、第５部に移らせていただきたいと思います。事務局から説明

をお願いします。 

【事務局】 

それでは、続きまして34ページをお開きください。第５部、第１章「市民が主役のまち

づくり」であります。第１節「参画と協働によるまちづくりの推進」です。この施策につ

きましては、これまで地域振興会の組織化、それから協働のまちづくり推進条例の制定な

どを踏まえまして、「施策の内容」においても、これまでは計画や策定といった文言があっ

たのですが、より具体的な事業の実施の推進といった形の表現になっております。具体的

には、「施策の内容」においては35ページですが、新たに第１の「（４）協働事業のプロセ

スの確立と実施」を追加、それから、「（７）コミュニティセンターの老朽度に応じた施設

の整備・充実」を図るとしております。それから、「職員の意識変革」についても記載して

おります。 

続きまして37ページ、「参画を促進する体制づくりの推進」です。これについては、基本

的には見直し前とほとんど内容については変わりありませんが、「現況と課題」の上から５

行目の中ほどに、「市長の出前講座」を新たに行ったということであります。「施策の内容」

についても、「市長の出前講座」について、39ページの「３ 広聴活動の充実の市長の出前

講座、タウンミーティングなどの開催」と記載をしております。それから、40ページにな

りますが、「学生が参画するまちづくりの推進」ということで、これは先ほども申しました

ように、新たに追加した節であります。「将来の姿」については、「学生の交流や自主的な

活動が活発に行われ、学生が市民や企業等とともにまちづくりに参画し、若い感性やエネ

ルギーが生かされた、魅力あるまちづくりが進められています」としております。また、

「現況と課題」におきましても、「射水市には５つの高等教育機関があり、およそ3,500人

の学生が学んでいます」としております。昨年実施しましたアンケート調査でも、地域活

動に参画している学生が少ないことや、休日は家で過ごす学生が多いというようなことが

わかったということでございます。こういったことを踏まえまして、斬新なアイディアな
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どを生かした地域活動の担い手としての役割、それから、地域の課題の解決に向け、高等

教育機関が持つ知の財産を有益に活用する必要があるということであります。「施策の内

容」に入りますが、41ページから記載しております。まずは、「第１ 学生のまちづくり推

進体制の整備」をしたいということであります。それから第２で「学生が交流する機会の

提供」、また、学生と市民の方が交流する機会の場の提供についても支援をしていきたいと

いうこと、それから「第３ 地域活動への参画」ということで、学生さんの能力を生かし

て、地域活動の課題に向けて取り組んでいくとしております。それから、42ページにあり

ますとおり、「学生による協働のまちづくりの推進」ということで、各種施策について並べ

てございます。以上です。 

【部会長】 

ありがとうございます。37ページから42ページまででございます。市民が主役のまちづ

くりということで２つの節になっておりますが、見られましていかがでしょうか。 

【委員】 

教えていただきたいのですが、41ページの「施策の内容」の「第１ 学生のまちづくり

推進体制の整備」ということと、第２の「１ 学生の交流拠点の整備」ですが、これは、

具体的にはどういうことを指すのでしょうか。また、そういうような具体的な取組があれ

ば教えてください。 

【部会長】 

例えば現段階のもの、今後考えておられることがございましたらお願いします。 

【事務局】 

「学生のまちづくり推進体制の整備」でございますが、市はこれまで、高等専門学校、

あるいは、県立大学と包括協定を結んでおり、色々な課題について連携していこうという

形をとっております。まちづくり推進体制については、今後どのような形で進めていけば

いいのか、組織立てをまずしていきたいというふうに思っております。それから、２点目

の交流する機会の提供につきましては、具体的に決まったわけではございませんが、庁舎

の統合の際に出てくる跡地について、例えば、既存施設の建物を学生が集まれるような拠

点にできないか、そういったことも考えていくということでございまして、そういったこ

とも踏まえながら、学生が活躍できる、あるいは地域と交流できる、学生同士が交流でき

る、そういった場所を何か提供できないかと考えているところでございます。 

【委員】 
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先ほどは色々な話が出ましたが、やはり高等教育機関ということで若い人がたくさんい

らっしゃるわけで、地域の人や学生さん同士の交流、地域活動への参画ということもある

わけですが、拠点があって、誰かが旗を振ることで、また射水市に新たな活気が出るので

はないかと考えられるわけでございます。早急に体制の整備なり、拠点の整備を具体化さ

れて、その方向に向かって取り組んでいただきたいと思っております。具体的には、どこ

の課が担当されるのですか。 

【事務局】 

学生との交流ということについては、政策推進課が所管課になります。企画分野と見て

いただければよろしいかと思います。 

【部会長】 

第１、第２の場合は、射水市側の方も窓口を作っていただいて、高等教育機関の方も窓

口を作って、そこでしっかりと連携をとりながらやらないと、なかなかうまくいかないと

いう感じがします。そういう意味では、第１の２番の「学生応援窓口の整備」は非常に必

要なことかと思います。また具体的なご検討をいただければと思います。その他、いかが

でしょうか。 

私の方からですが、38ページ、39ページの「施策の内容」なのですが、この部は、「市民

が主役のまちづくり」ということがうたわれているのですが、「施策の内容」はもちろんこ

れでよろしいのですが、例えば、広報活動であるとか、出前講座であるとか、この項目は、

どちらかというと行政から市民に向かっているようなイメージを受けまして、前回の部会

では気付かなかったのですが、広聴活動やそういう点で考えますと、中身はこれでよろし

いかと思うのですが、「市民の何々を支援する」とか、特に市民が主役というところをぜひ

打ち出していただけないかと思いました。具体的にどういう名称にすればいいのかはわか

らないのですが、例えば、市民の声が届くような取組であるとか、何かそういうイメージ

を与えるような項目立てというのが考えられるかどうかということでございます。出前講

座にしても、タウンミーティングにしても、手紙にしても、市民の声を届けられるような

形を作っておられるわけですから、それが逆に市民目線からの書きぶりができないかとい

うことを感じたのですが。 

【市担当部局】 

部会長のご指摘のとおり、若干、市民目線というよりも、行政がどういったことをして

いくかということを中心に書いたところでございまして、ご指摘いただいたところも十分
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加味して表記すべきだと思いますので、具体的な箇所については、今の提言を受けて検討

したいわけですが、そういった市民の主体性が感じられるような表記を、もう一度見直し

てみたいと思っております。ただ、単独の事業の、例えば広報広聴事業といったものにつ

いては、市民の皆様への認知度が高い部分もございます。市長の出前講座も、ある種、事

業名というところもございますので、そういった修正については若干苦しい点もあります

が、全体的に見渡して、そういった点で修正できる部分はないか、一度おさらいさせてい

ただければというふうに思っております。 

【委員】 

１つだけ確認させてください。協働のまちづくりで、私は今、富山県の自治会連合会の

色々な役をしておりまして、富山、高岡、氷見、他の自治会連合会長さん方と、色々なま

ちづくりの話をしております。射水市のまちづくりについては、他よりも相当進んでいる

と思っております。例えば、コミュニティセンターや自治会連合会を廃止して地域振興会

にしたということは、他の市町村ではなかなかできないことであります。それぞれの27の

地域力はかなり上がりつつあるというふうに思っております。しかしながら、末端の330

ほどの単位自治会がありまして、理解していないところとの格差がだんだんと出てくるか

もしれませんが、さきほど言いましたように、射水市の目指す協働というものをもっと内

部で協議していただきたいと思っております。この間から、射水市の協働のまちづくりに

ついて、他の市町村からもどんどん視察が来ているということで、かなり射水市の協働の

まちづくりは進んでいると思っております。ただ、その一方で、総合計画は10年計画です

から、射水市は最終的にどんな姿を目指したいのかということです。全国の市町村が必ず

やらざるを得ない時代になっており、我々は先に進んでおり、目指す、見本になるところ

はないかもしれませんが、職員の中でお互いに協議してやっていただきたいと思っており

ます。色々な各種団体がいかに振興会の一員としてできるかということなのです。さきほ

どの男女共同参画の話ではないですが、私はもっとできると思っておりますので、ぜひ内

部で検討していただきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

【部会長】 

ありがとうございます。どこまでとり入れられるかわかりませんが、今後検討していた

だいて、進めていただければと思います。他にございますでしょうか。 

（質疑なし） 

【部会長】 
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それでは、第２章になりますが、「むだのないひらかれたまちづくり」というところでお

願いいたします。 

【事務局】 

それでは、43ページになります。まず、「信頼される市政の推進」です。「現況と課題」

の下から２行目、「統合庁舎を中心に、利便性・効率性の高いサービスの提供や、ひらかれ

た行政運営を行う必要があります」というようなところを新たに追加しているところでご

ざいます。それから、44ページをお開きください。「施策の内容」についてですが、まず、

「第１ 市民サービスの充実」ということで記載をしております。この中で、特に今ほど

の統合庁舎等も踏まえまして、「１ 窓口サービスの向上・効率化の推進」、「（１）本庁窓

口でのワンストップサービスの充実」、それから「（２）地区窓口と本庁との連携強化」等

をこちらで記載をしております。それから、第２が「透明で公正な市政の推進」として個

人情報等の部分の他、今回新たに、45ページの「第４ 高度な政治倫理観の維持」という

ことを追加しております。この中で、「政治倫理意識の醸成」の「射水市政治倫理条例」は

策定予定ですが、その周知ということであげております。それから、先ほど説明しました

が、「第５ 射水らしさの定着」ということで、市民憲章や市民の歌、花木等について、こ

ちらで記載をしております。 

続きまして46ページになります。「健全な行財政運営の推進」です。基本的に行財政改革

の部分でありますが、大きな変更点、新たな視点ということで、下から３行目、「ファシリ

ティマネジメントという経営的な視点に立った公共施設の管理運営や適正配置」というよ

うなところを新たな視点として取り入れております。それから、「施策の内容」ですが、47

ページにあります「第１ 簡素で効率的な行政運営の推進」で、特に「１ 行政のスリム

化・効率化の推進」で「（２）公共施設の統廃合の推進」、それから、今ほどありました「ラ

イフサイクルコストを念頭に置いた公共施設の管理・運営」というところが新たな取組と

しております。それから、48ページをお願いします。上から３つ目「（６）未利用市有地等

の活用」ということで、「ア 民間活力の導入を含めた庁舎跡地等の有効活用及び売却」、

それから、「未利用市有地の効率的な利活用及び売却」というふうにしております。それか

ら、中ほどの「３ 職員の意識改革・育成」ということで、地方分権の節から、職員の育

成についてこちらに移した形であります。 

それから、50ページ、「情報化の推進」です。ここについては、新たな視点ということで、

「現況と課題」の上から３行目、「ＩＣＴを活用した更なる行政サービスの導入など、満足
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度の高い市民サービスの提供が求められており、今後、社会保障・税番号制度の導入に伴

うＩＣカードを利用した市民の利便性向上や新しい情報システムの導入」の推進を図って

いく必要があるとしております。これらを踏まえまして、「施策の内容」おいては、「第１ 

電子自治体の推進」ということで、「行政内部の業務を更に効率化することにより、迅速で

質の高い行政サービスを推進します」としております。それから、51ページですが、「第２ 

情報流通社会への対応」においては、「１ 番号制度の導入に伴うＩＣカードの多目的利用」、

「２ モバイル端末の活用」などの利活用を推進すること、それから、第３においては、

これらを踏まえまして、情報セキュリティ対策の推進ということで記載しております。以

上であります。 

【部会長】 

ありがとうございます。第１節、第２節、第３節について説明いただきました。「むだの

ないひらかれたまちづくり」ということで説明いただいたところです。これらにつきまし

て、何かございましたらお願いします。前回、外部監査制度のことが上げられていました

ので、それがここに入っているということでしょうか。45ページの第３に入っているとい

うことかと思います。私の方から質問があるのですが、48ページと49ページですが、６番

の「文書管理システムの構築」で、「システム化に向けた文書の分類」についてはいいので

すが、「保存年限等の適正な管理」というのは、年限を管理するわけではないと思うのです

が、これでよろしいのでしょうか。また、49ページで、「財源の確保」は今後必要になって

くると思いますが、その中の新たな財源というのは、広告料収入やふるさと納税の２つを

主なものと考えておられるのかというところなのですが、いかがでしょうか。 

【市担当部局】 

保存年限等の適正な管理というのは、各行政の各種文書につきましては、その内容によ

り保存年限を決めております。例えば１年保存、３年保存、５年保存、10年保存、そして

永久保存と決めておりまして、それぞれ期限が切れますと廃棄するということになってお

ります。その意味で、それを適正に管理をしていく、いわゆる順々に廃棄するものは廃棄

する、新たに管理するものは管理していくという意味で書いております。 

【部会長】 

「保存年限のある文書の適正な管理」とか、何かそういう書き方なのかと思ったのです

が。言葉だけの問題ですが。 

【市担当部局】 
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ご指摘いただいたように文面を変えたいと思います。 

【部会長】 

新たな財源というのは、基本的にこの２種類でしょうか。「等」とありますが、他にも何

か考えられるのでしょうか。 

【市担当部局】 

広告料収入、あるいはふるさと納税というものは、現在の取組においてもある程度成果

が見られるものの具体例として表したものでございます。やはりそれ以外についても確保

に努めてまいりたいと、その様な観点でございます。 

【部会長】 

そういう財源というのは、今後も色々なことが考えられるというふうにとらえればいい

でしょうか。 

【市担当部局】 

現時点ではなかなか難しいと思いますが、怠ることなく、そういったものの確保に努め

てまいりたいと、その様な積極的な観点でございます。 

【部会長】 

わかりました。ありがとうございます。 

【委員】 

整理させていただきたいのですが、この中には、公共施設の統廃合ですとか、職員の意

識改革、これについては、職員もそうですが、市民の意識改革から始めなければならない

と思っております。10年後は、かなり行政がスリムになり、そして住民の意識がかなり変

わる時代が必ず来ると思っております。今は、例えば５市町村が合併して、一体感の醸成

もなかなか難しく、それぞれにあった公共施設をそのまま利用しております。行政サービ

スにはきりがないですから、私は、昔の行政サービスと今とでは、質が全く違っていると

思っております。体育施設がそれぞれの合併前の５市町村にあったり、図書館があったり

しますが、私は、図書館などは１つか２つにまとめて、それだけのたくさんの本があれば

いいと思っております。それぞれの５市町村の垣根をいかに取り外していけるかというこ

とを強く基本計画に書かなければならないのではと思っております。行財政改革推進会議

も年に何回かやっております。これをきちんと公表して、これからの行財政はこういうふ

うに進んでいきます、というふうに広報などでもＰＲしながら、住民の意識を変えていく

ことに努力されないと、一向に変わらないと思っております。非常に厳しい財政運営を強
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いられると思っております。そういったことをもっとしっかりと書く。痛みを市民と分か

ち合って進めるということを言っていかないと、いつまでも昔の行政のままではいけない

と思いますので、新しい時代、そして10年後を見越して、これをきちんと表現していかな

ければならないのではないかと思っております。 

もう１つは、48ページの上、私はいつも疑問に思っておりますが、保育園等の民営化に

ついてです。民営化や指定管理がどんどん進んでおりますが、何かしっかりとした根拠を

持ってやっているのかどうかということです。お聞きしたところ、保育園は50パーセント

は民営化して、50パーセントは公営でやるというようなことですが、私は全部民営化でい

いのではないかと思っております。職員への対応など色々なことがありますが、それは行

政職に代わってもらってやるなどの対応が考えられますが、色々な現場を見ておりますと、

公務員の保育士と民営化の保育士とでは、全く同じやり方での中で、民営化になりますと

保育士の数もどんどん減らされ、民営化されたところの保育士は非常に苦しい思いをして

おります。一方で彼女たちが比較するのは公務員の保育士ですが、民営化しないと言われ

ている定数が少ないところは、子どもが少ないことから民営化しても採算がとれないとい

う理由が言われています。その様なところの保育士さんが厳しいところよりも楽をして、

高給を取って保育をしているような時代ではないと思っております。その様な状況はどう

思われますでしょうか。保育士さんは非常に不満を持っております。今、国の色々な行財

政改革の中で一番犠牲になっているのは、民営化された保育士なのかというふうに思って

おります。そこで少し教えてほしいのですが、50パーセントだけ民営化して、採算のとれ

ないところは市でやっていくというものの考え方です。私は、採算がとれないのなら、そ

の分だけ運営補助金を出してやればいいと思います。行財政改革は、もっと思い切って色々

なことをしないと進まないですし、10年後を見据えた行財政改革のことは言えないのでは

ないかと思っております。そういった辺りを聞かせていただきたいですし、検討していた

だきたいと思っております。 

【部会長】 

ありがとうございます。他の委員の方も、もしその件について何かございましたらお願

いします。 

【委員】 

委員がおっしゃった意見に強く賛同するわけでございます。私も三ケの地域振興会会長

のもとでちょっとお世話させていただいて痛感したのは、行政サービス、先ほどもボラン
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ティアのこともありましたが、自分がする側ではなくて、受ける側として、あれをしてく

れ、これをしてくれと、してもらう側の意識が非常に強いわけでございます。委員がおっ

しゃったとおり、やはり、もう少し強い説得力のある表現をしていただきたいと思ってお

ります。極端な話ですが、ボランティアで朝、除雪をしておりましたら、家の玄関の前の

除雪もしてくれとか、もっとひどいのは、家の前の街路樹の葉が落ちるから、街路樹も市

役所から掃除に来てくださいと言う方がおられます。反面、家の周りのことは自分達でや

るということがこれまで定着してきたわけですが、最近は、特に都会から来られた人は、

「東京の何々区に住んでいたら、週に２回、区役所から家の玄関の前まで掃除に来た」と

おっしゃいました。なおかつ「町内会費も安かった」と。「なぜ射水市に来て、こういうこ

とをしなければいけないのか」というような話をされます。先ほど委員がおっしゃったと

おり、地域振興会が中心になり、「いや、そうではなく、地元は地元で、地域は地域で守る」

と、何とか自分たちの地域は自分達で守ろうということを一生懸命に話をするわけですけ

が、ややもしますと、都会から来られた人の意見に賛同して他の人が流されつつある傾向

にございます。ぜひその辺は対応していただきたいと思います。 

保育所の民営化につきましては、ちょうど三ケの西部保育園が民営化になりました。孫

が行っておりますが、前の市営の時とはかなり違います。前の市営の時というのは、変な

話ですが、地域振興会も一緒になって庭を造ったり、花壇を造ったり、草むしりをしたり、

色々なサポートをしていたわけでございます。例えば、なかなか言いにくい話ですが、運

動会の時でも、かなり皆さんの協力のもとにやっていたわけでございます。現在は、花壇

や何かにつきましては、自分達でやっておられます。職員の数も少ないですし、まず、職

員が若いです。非常にきびきびと対応しておられます。非常に父兄にも好評でございます。

今、委員もおっしゃったとおり、保育士さんが不満を持たれるのは当然だというふうに思

っております。採算がとれないから公務員でやるというのではなくて、差額については補

助をするというような観点で行財政改革を進めていっていただきたいと思っております。 

あともう１つは、外部監査制度については、市民の目線ではなく、専門家の目線でチェ

ックするということも、検討ということではなくて、近い将来導入するという気持ちで対

応していただきたいと思います。以上でございます。 

【部会長】 

ありがとうございます。幾つかございましたが、お答えできる範囲でお願いできますで

しょうか。 
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【市担当部局】 

まず、委員の行財政改革についての市民理解ということを施策の中に入れるべきではな

いかというご意見だったと思います。この点につきましては、実は検討しております。私

どもの結論といたしましては、行財政改革という施策を実行するための市民理解という一

つの手段だと考えました。従いまして、この後、具体的な実施計画等の中で、市民理解の

醸成という部分をうたっていきたいと考えていたところであります。 

次に、保育園の民営化についてでございます。今ほど委員からは、民営化と半分半分と

いうことと、採算のとれないような保育園については直営でいくということでございまし

た。行財政改革サイドから申し上げますと、これで民営化を終えているつもりはございま

せん。もちろん、この後も民営化というものについては進めていかなければならないとい

う思いを持っております。その手段として、例えば先ほどおっしゃったような不採算、基

本的には定員で80人から100人ぐらいの間の保育園が採算のベースになるわけですが、それ

以下の定員のところについても、どういったような形をとっていけば、民営化という言い

方なのか、委託という言い方なのかは別にしまして、担当課には研究するようにという指

示は出してございます。それと、私立の保育園につきましては、中途でお子さんが入って

くるわけですが、保育士１人に対して見られる子どもの数というのは法律で決まっており

ますので、それを超えるわけにはまいりません。それを超えて預かるということになりま

すと、保育士を新たに採用する必要が出てきます。なかなか私立の保育園というのは、経

営上、そのあたりの融通というのをきかせるのは非常に難しいです。それでは、途中から

入って来られる方をどこが受け入れているかということになりますと、現時点では公立の

保育園がそれを受けております。公立の保育園は職員の数は決まっておりますが、それに

附随し、臨時の保育士や、あるいは時間給の保育士を入れ、そういったお子さん方の需要

の増大した部分について対応しているという現状であります。従いまして、全部の保育園

を民営化してしまった場合に、今ほどの問題というものを今度は解決していくための制度

設計というものが必要になってまいります。その辺りは、今後の新しい計画の中で、これ

は総合計画ではなく、幼保一体化の絡みの計画の中でも出てくるかもしれませんので、そ

ういった部分については、担当課とこちらとも綿密に打ち合わせをしながら進めていきた

いという思いでおります。 

【部会長】 

外部監査導入の件がございましたが、それはいかがでしょうか。検討ですか。 
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【市担当部局】 

これにつきましては、現在義務づけられておりますのは、富山県と富山市という状況で

ありまして、他市におきましては検討中という状況であります。例えば、近くで言えば富

山市の状況等をもう少し詳しく調査していきたいというふうに考えております。以上です。 

【部会長】 

ありがとうございます。次回のところで反映できるところをまたご検討いただければと

思います。それでは、第５部、第１章と第２章を通しまして、市民が主役のまちづくりと

むだのないひらかれたまちづくり、第５部を通しまして、何かございましたらお願いいた

します。 

【委員】 

今、民営化のことについてお聞きしたのですが、保育所に関わらず、できるものは全て

民営化していただきたいと思います。民営化することによって活性化しますし、自分のと

ころが請け負った以上は、みんな一生懸命になると思います。ですから、何事においても、

できるものに関しては全て民営化していただきたいと思います。 

それともう１点、エアコンの件につきましては、子ども達の意見といたしましては、「職

員室に行ったら、とても涼しかった」と、こういう意見を私達はよく聞きます。ですから、

その点も頭に置いて色々考えていただきたいと思います。 

また、私達はあいさつ運動というものもしているのですが、小学生は、最近はみんなや

ってくれています。中学生においては、服装の乱れが非行に走る第一歩だと思うのですが、

10月に１カ所ですが中学生に少し服装の乱れた子がいたらしいのです。ある先生のところ

であったとのことですが、あいさつ運動というものについてぜひ次の時に、意見として言

っていただきたいと民生委員の定例会の時に言っておられましたので、何とか取り入れて

いただきたいと思います。以上です。 

【部会長】 

ありがとうございます。民営化の問題につきましては、色々なことを考えながら民営化

は進めないといけないと思いますので、全体を通してその問題についてはまたご検討いた

だきたいと思います。 

【委員】 

今、あいさつ運動のことも言われましたが、私どもも、例えば小杉地区の中学校や小学

校と色々なことで交流をしております。学校は、人権集会など、色々なことを真剣に取り
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組んでおられます。子ども達のその取組を地域の人が知らないということは、非常に大き

なギャップだと思っています。例えばケーブルテレビで、今度学校へ入る子ども達が１人

ずつしゃべったり、色々なことが放送されておりますが、学校の人権問題や学校の取組を

広報もいいですが、ケーブルテレビか何かで紹介してあげればいいと思っています。学校

はそれぞれ考えて、先生方は非常に苦労して努力して、人権週間やあいさつ運動など色々

なことをやっておられます。こんなことをぜひ市民の人に、地域の人に活動を知っていた

だきたい。いじめ問題等色々なことがありますが、親がまず学校のやっていることを知る、

地域の人が知るということが非常に大事だと思っております。ケーブルテレビか何かを通

じて、学校の真剣な取組をぜひ流してあげてほしいと思いますので、できればよろしくお

願いいたします。 

【市担当部局】 

学校の取組につきまして、温かいお言葉をいただいたというふうに思っております。学

校が地域の皆さんのご協力を得ながら、そして子ども達には、地域に生きる、将来の射水

市を背負って立つ人材であるということを自覚させるような格好で取組をしております。

様々な取組をしているわけですが、地域の方々から協力をいただけばいただくほど、委員

がおっしゃったように、学校が何をしているかということを皆さんにお知らせすることを

やっていかなければいけない状況になっております。これまでは、学校だよりなど、紙ベ

ースでやっておりましたが、それだけではなく、様々な集会などの機会にご紹介する、そ

れから今ほどご提案のあったように、ケーブルテレビ等をもっと活用するなど、これから

も色々と工夫していかなければならないと思っております。ありがとうございました。 

【部会長】 

今おっしゃったことを中心に、また地域と学校が密接に関われるような取組をお願いし

たいと思います。 

【委員】 

射水市が合併して、あまり協調性がないということなのですが、新庁舎ができた時に、

地区割りというもの、もっと言えば、校区割りというのを何かお考えになっておられます

でしょうか。それを中心に、もう一度地区割り、校区割りをしないと、今ある各市町村の

独立性というのはずっと続いていくような気がします。そういう点を何か考えておられる

のかお聞きしたいのですが。 

【市担当部局】 
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学校区を割るということでしょうか。 

【委員】 

私は下村に住んでいますが、旧新湊であっても新湊庁舎より、圧倒的に私どもの方が近

いわけです。行政区域は、今はそうなっていますが、ただ校区やそういうもの、先ほどお

話していた地域振興会も一つになった方がいいのでは、と思うところが私の身近な例とし

てあります。それを全市で見れば、例えば新庁舎をベースに、幾つに割るのかわかりませ

んが、もう一回何もないところからやらない限り、今までの大門地区、小杉地区などでず

っと続いていくのではないかと思います。そういう意味で、行政も本当に客観的な市政運

営をやるために、こういう地域割りが理想ですよ、というものを少なくとも持っておいて、

それに近づけるようにしていかない限り、今までどおり、下地区、大門地区、小杉地区と

いうことで、祭りなどの行事も住民文化も、そういうものはずっと続いていくのではない

かと思うわけです。その一つのきっかけが、なかなか建たない新庁舎をベースに、もう一

回、本当に射水市の地区割りというか、校区割りというか、それは人口等、色々なものも

あるかと思いますが、そういったものも見据えて理想像を市としては作っておいて、３年

後になるのか２年後になるのかわかりませんが、新庁舎ができた時に、そういうものを何

となく打ち出せるようにしておくというのが一つの市役所としての考え方ではないのかと

いう気がするのですが。 

【市担当部局】 

射水市全体の区割りとして、旧市町村単位であったり、あるいは自治会単位であったり、

学校区に関してもおっしゃっているのだと思いますが、学校区につきましては、議会にお

いて、今委員がおっしゃったように見直しをすればいいのではないかというような話は出

ております。旧市町村の行政区が取っ払われたことによって、確かにこれまでの学校より

もすぐ近くに学校があるのでは、というようなことで見直しをしてくれないかという意見

は確かにあるのですが、自治会といったものが基にございますので、場合によっては、自

治会を割るような事例も出てきます。そういった点で、自治会運営の面で難しい問題があ

り、一つ踏み切れない大きな課題であると思っております。問題意識としては持っている

ということでございます。学校区についてということで、私からは以上でございます。 

【市担当部局】 

今、庁舎の話も絡みとして出ましたので、庁舎担当の部署として一言お話しさせていた

だきます。旧の５市町村には各庁舎に行政センターがあります。そこではかなり手厚いサ
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ービスをしております。ただ、新庁舎ができますと、まず大島がなくなりますし、他の４

つの庁舎も行政センターではなく、かなり縮小し、窓口サービス的なものしか残さない予

定でおります。そういった意味では、現在の行政センターは、それぞれ旧５市町村の地域

振興会なり自治会なりの窓口的な色々な仕事もしているわけですが、それもなくなるだろ

うというふうに思っております。それがきっかけで、ある程度は旧５市町村の意識はとれ

るのではないかという期待をしております。ただ、委員がおっしゃるのは、もっと行政が

突っ込んで、新たな見直しの区割りを考えたらどうかということだと思いますが、まだそ

こまでは考えておりません。今のところ、正直言いまして、27の地域振興会が、それぞれ

これまでの歴史もあったりなど、色々な経過がありますので、まずそこで、地域のために

地域振興会でそれぞれ取組をしていただければありがたいと思っています。また、その中

の経過において、今後見直したらいいのではないかという空気が出てくれば、そこでまた、

新たに考えていきたいと思っております。 

【部会長】 

今後の検討課題という形でここに入れていただくか、実際に検討していただくかという

ことでお願いしたいと思います。 

【委員】 

もう一つよろしいでしょうか。先ほど、男女共同参画のところで、意識という話をして

いたのですが、「職員の意識改革・育成」のところで、「人材育成基本方針」、「人事評価制

度」と書いてありますが、ここに「男女共同参画基本計画」も文章として少なくとも入れ

ておいた方がいいのではないでしょうか。いわゆる女性幹部職員の育成を何となくにおわ

せるような言葉をどこかに入れておいてほしいという気がします。 

【部会長】 

職員の意識改革のところでしょうか。 

【委員】 

そうです。例えば「人材育成の充実」に、「人材育成基本方針」がありますが、ここに、

男女共同ということが書かれているかどうかわかりませんので、もし書いていないとすれ

ば、「射水市男女共同参画基本計画に基づき」という言葉も入れておいたらどうですかとい

う意見でございます。 

【市担当部局】 

今おっしゃっているのは、さきほどお話として出てきた、ここにいる幹部職員の中に女
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性職員が全くいないことかと思います。これは、結果という形で、今、出てきておるわけ

でございます。私どもといたしましては、人事評価制度を取り入れております。その中で

は、男女の区別というものは全くありません。また、能力を評価するということですので、

その部分については、男女共同という言い方もできると思います。ですので、実際問題、

職員の登用についての考え方としては、特段女性を大事にしなければならないですとか、

大事にしていないという考え自体が全くないということであります。 

【委員】 

建前はわかりますが、ここにいる40人ぐらいの幹部の方がおられる中に女性が１人もい

ないというのは、結果が全てではないでしょうか。何らかの強制措置をしない限りだめだ

というような感じはするのですが。例えば、普通の民間企業でも、役員の何割かは女性役

員にしなさいというようなものがあるわけです。それを考えると、公的機関である市役所

がそれに近い数字になっていないということそのものが、一つはおかしいのではないかと

いうのが私の意見です。 

【市担当部局】 

例えば民間の役員の場合は、逆に言うと外部から持ってきてもいいわけです。市の職員

の場合は、まだ外部登用というところまでは至っておりません。あくまでも内部から登用

している結果ということになっており、これもあくまでも現在の結果ということで、10年

後には、委員がおっしゃるように、３割程度の職員がなっているかもしれません。それを

総合計画の中で確約という形で記載するのは、少し難しいという思いでおります。 

【部会長】 

色々ご議論はあると思いますが、今の話をどこまで盛り込めるかというところで、また

ご検討いただければと思います。 

時間の関係もありまして、大体これで一応全終了させていただきたいと思います。 

本日、委員の方々からご意見やご指摘などをいただきましたので、事務局で、次回の時

までに基本計画素案への反映についてご検討いただきたいと思います。 

前回の部会と同じように、今日の配付資料の中に、「総合計画審議会第２回部会における

ご意見、ご提言などについて」という用紙がありますので、今日まだ言い足りないところ

もあるかと思いますので、ぜひここに書いていただいて、Ｅメールあるいはファクスでも

よろしいですので、提出していただければありがたいと思います。 
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５ その他 

・次回の部会の日程について 

 

【部会長】 

それでは、次第の５「その他」でございますが、事務局から今後の日程についてご説明

をお願いいたします。 

【事務局】 

ただいまは、委員の皆様から本当にたくさんのご意見等をいただきまして、ありがとう

ございました。今日いただきましたご意見等を踏まえまして、今ほど部会長が申しました

ように、次の部会で基本計画等の修正等を行い、お出ししたいというふうに思います。 

なお、日程でございますが、第３回目の部会を12月初旬に開催したいと考えておりまし

て、未来部会につきましては、12月２日の月曜日、午後２時からという形で現在予定して

おります。部会長と再度この日程でよろしいかの確認をとりまして、改めて委員の皆様に

はお知らせしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

６ 閉  会 

 

【部会長】 

それでは、本日の総合計画審議会第２回未来部会、これをもって終了させていただきた

いと思います。委員の皆様には、建設的なご意見、ご提言をいただきましてありがとうご

ざいました。次回もまたよろしくお願い申し上げます。どうもありがとうございました。 

 


